
設置要綱に定める活動内容 具体的な活動

１ 災害時においてＬアラートの情報を適切
に伝達するための、情報発信者及び情報
伝達者の連携にかかる調整等

①情報発信／伝達側において有するＬアラートの運用等に対する問題意
識等を共有・議論し、これを関係方面への意見・要望として取りまとめる。

②①については、必要に応じ、テーマに即した当事者間の検討グループ
を設置する。

③効率・効果的な情報発信や伝達等の利活用事例のほか、運用支援シ

ステムについても情報共有を図り、地域に合ったＬアラート利活用に向け
た関係機関の円滑な連携を促進する。

２ 災害時におけるＬアラートの円滑な運用
を確保するための、平時からの訓練

①総務省及びＦＭＭＣが共同で開催する全国合同訓練へ参加する。

②道、ＦＭＭＣ及び事務局が連携し、市町村が迅速・正確な情報入力が効
率的にできるよう周知・助言等を行う。

３ Ｌアラートの利活用事例や技術動向等、
関係情報の共有

①事務局は、連絡会構成員間の情報共有のためのツールとしてメールマ
ガジン及び意見・情報提供窓口（共有アドレス）を用意する。

②①のツールを活用し、事務局と連絡会構成員における情報の共有及び
環流を図る。

４ その他、目的達成に必要な事項 ①連絡会総会を１～２回／年に開催し、活動状況や成果等を共有する。

②災害時における情報伝達手段としてのＬアラート利活用について、一般
への普及啓発も視野に、有識者によるセミナー等を開催する。

③ Ｌアラート関連情報をワンストップで入手可能なポータルサイトを事務局

において設置する。

「北海道Ｌアラート利活用連絡会」における活動について（案）

 より効果的な住民への情報伝達に向けて、
1. 実際の災害発生時における情報発信／伝達側の活動状況を相互に確認
2. 関係機関の協力による訓練等を実施し、情報発信及び伝達の熟練度を維持
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連絡会構成員

事務局

 「北海道Ｌアラート利活用連絡会」における情報共有の進め方について

１ 連絡会関係者間の平時からの情報共有体制を確保するためのツールを事務局において用意。
２ 北海道におけるＬアラートの普及啓発にかかる情報発信を行うポータルサイトを開設。

ポータルサイトの開設
Ｌアラートの概要、連絡会の活動、関係機関リンク など

・事務局で集約・整理し関係機関と調整

・連絡会構成員へのフィードバックが必要なものは
発信元と調整した上で、メールマガジンに掲載。

【意見・要望】
・Ｌアラートの運用改善要望
・利活用に関する質問
・連絡会活動へご意見 など

【情報提供】
・Ｌアラート利活用事例
・支援システム紹介 など

意見・情報等提出窓口（共有アドレス）の開設

L-alert.hokkaido@soumu.go.jp

事務局からの情報提供

事務局への情報提供

メールマガジンによる情報提供（隔月発行）

【トピック】
・先進的な利活用事例
・Ｌアラートを支援するシステム等の技術動向
・Ｌアラート運用面のノウハウや工夫
・Ｌアラート運用改善に向けた関係機関との調整結果 など

【事務連絡】
・総会や合同訓練等の開催
・連絡会構成員の動き など
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